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Pellet Club JAPAN 月刊ニュース（2022 年 9 月号） 

 

   発行元：ペレットクラブ   

                                             発行日：2022 年 9 月 30 日 

１．木質バイオマス関連情報                                             

 

■鉄建建設（株）（東京）、DOWA サーモテック（株）（愛知）と

共同で開発した国産・小型の木質バイオマスガス化発電装置を

用いた実証実験を千葉県東金市で開始したことを発表（6 月 16

日）。良質なチップやペレットを利用しなければならない従来

のガス化発電方式は、安定的にガスを発生するために特定の燃

料材を使用する必要がある。両社は間伐材や果樹剪定枝など、

幅広い原料の活用を目指して半炭化技術に着目。2018 年度か

らは東京工業大学との共同研究で、さまざまな木質系と草木系

のバイオマス素材を半炭化しガス化する試験を実施。その後、

半炭化により安定的にガスが得られることを確認し、実用化に

向けて 2021 度から半炭化装置および定格出力 200kW 規模の

ガス化発電装置の製作を進めてきた。同システムは木材を直接

燃焼させるのではなく、過熱蒸気発生装置で発生させた過熱蒸

気(300-350℃)を使用して半炭化したうえでガス化し、発電機

を稼働させる。今後は 2022 年度上半期内に千葉県東金市内で

半炭化装置およびガス化発電装置の実証試験機を使用して連

続運転試験等を実施。下半期には発電事業への展開の準備や、

更なる効率化をめざして機器の改良を実施する予定【BUILT：

2022/08/23、鉄建建設（株）：2022/06/16】 

https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/2208/23/news030.html 

https://www.tekken.co.jp/media/68a2d5f5795f0535ee266032

29120c73e3741524.pdf 

 

■（一社）滋賀県造林公社（滋賀）が、「カーボン・クレジット

市場」実証事業に参加へ。2050 年までのカーボンニュートラ

ルの実現に向けて排出量取引を行う場としての「カーボン・ク

レジット市場の創設」を視野に、経産省から委託を受けた東京

証券取引所が 9 月 20 日から「カーボン・クレジット市場」実

証事業を実施する。滋賀県造林公社は琵琶湖の水源林の整備や

木材生産に加え、森林の価値（CO2 吸収機能）の「見える化」

を図るため J-クレジット制度に参画している。滋賀県としても

県内で生み出された J-クレジットを「びわ湖カーボンクレジッ

ト」と呼び、その創出・活用の普及啓発を進めている。今回滋 

 

 

賀県造林公社はクレジット創出者（売り手）として参加。J-ク

レジットの販路開拓を図るとともに、びわ湖カーボンクレジッ

トの全国的 PR 等にもつなげたい考え。実証事業の実施期間は

2023 年 1 月末までの予定【滋賀県：2022/08/23】 

https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5343827.pdf 

 

■北海道の鈴木知事が菅前首相や小泉元環境相らと白糠町の

再エネ施設を視察。道は 2050 年までに温室効果ガスの排出量

を実質ゼロにする目標を掲げており、視察はその達成に向けて

白糠町の先進的な取り組みを学ぶ目的で実施。菅前総理大臣や

小泉元環境大臣らとともに地熱発電を行う際に不可欠な地面

の掘削技術を教えている専門学校や間伐材を燃やして発電を

行う木質バイオマス発電を行なっている企業、災害時も太陽光

発電を活用できる消防庁舎などの視察を行った【NHK NEWS 

WEB：2022/08/24】 

https://www3.nhk.or.jp/sapporo-

news/20220824/7000049952.html 

 

■電源開発（株）（東京、以下「J パワー」）、Vietnam Forestry 

Corporation Joint Stock Company 社（ベトナム国ハノイ市、以下

「ビナフォー社」）との間でベトナムにおける発電、燃料製造を

はじめとするバイオマス事業開発の共同検討に係る覚書を締

結したと発表（8 月 26 日）。ビナフォー社はベトナム国内に約

4.3 万 ha の林地を管理し、植林、産業用木板や輸出向け家具の

製造、木材製品販売等を行うベトナムの大手国営林業会社。ベ

トナムでは今後 10 年以上に亘り高い電力需要の増加が見込ま

れるとともに、再生可能エネルギーの大幅な導入が計画されて

いる。J パワーはこの共同検討を通じてベトナムでのバイオマ

ス発電事業への参入、拡大を目指すとともに、バイオマス燃料

のサプライチェーンに広く関与することにより、その持続可能

な活用に向けた知見獲得に努めていくとしている【電源開発

（株）：2022/08/26】 

https://www.jpower.co.jp/news_release/2022/08/news22082

6.html 

https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/2208/23/news030.html
https://www.tekken.co.jp/media/68a2d5f5795f0535ee26603229120c73e3741524.pdf
https://www.tekken.co.jp/media/68a2d5f5795f0535ee26603229120c73e3741524.pdf
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5343827.pdf
https://www3.nhk.or.jp/sapporo-news/20220824/7000049952.html
https://www3.nhk.or.jp/sapporo-news/20220824/7000049952.html
https://www.jpower.co.jp/news_release/2022/08/news220826.html
https://www.jpower.co.jp/news_release/2022/08/news220826.html
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■東京都、環境にやさしいバイオ燃料の活用推進と普及を目的

として、バイオ燃料を使用した屋形船の運航を実施。（株）ユー

グレナ（東京）および屋形船東京都協同組合（東京）が協力。

燃料にはユーグレナが製造・販売するバイオ燃料「サステオ」

を使用。使用済み食用油や微細藻類ユーグレナ（和名：ミドリ

ムシ）から抽出した油など、食料との競合や森林破壊といった

問題を起こさない持続可能性に優れたバイオマス原料からつ

くられている。運航会社は（有）船宿三浦屋（東京）で、浅草

橋～お台場周辺を 9 月 6 日から一週間程度運航【東京都：

2022/08/26】 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/

08/26/04.html 

 

■青森県八戸市の土木工事業（株）曽我産業（青森）が、木質

バイオマス発電に乗り出すことを明らかに（8 月 31 日）。同社

は 2021 年 7 月、100％出資子会社「曽我バイオマス発電（株）」

（青森）を設立。曽我産業が所有する同市南部町の木質チップ

工場敷地内に出力 1,990kW、年間発電量 1,450 万 kWh の発電

所を建設する。県内の森林組合や林業関係会社から調達する山

林に放置されている間伐材などの未利用木材や建設廃材をチ

ップ化して利用。発電した電力は FIT に基づき 20 年にわたり

売電する。曽我産業は以前から間伐材をチップ化して複数のバ

イオマス発電所に販売しており、加工が困難な枝葉や根もチッ

プ化できる技術を持っているため、こうしたノウハウを生かし

て今回の発電事業に取り組む。総事業費は約 20 億円。バイオ

マス発電プラントは（株）タクマ（兵庫）が受注。また（株）

青森銀行（青森）が 8 月 31 日に複数の金融機関とともに 19 億

5,000 万円のシンジケートローン（協調融資）を組成したと発

表。同日は約 4 億円の融資を実行。今後、段階的に融資を行う。

参加したのは、（株）みちのく銀行（青森）、青い森信用金庫（青

森）、（株）岩手銀行（岩手）、（株）七十七銀行（宮城）、（株）

商工組合中央金庫（東京）。2024 年 12 月の商業運転開始を目

指す【東奥日報：2022/09/01、（株）タクマ：2022/08/30】 

https://nordot.app/937905400569282560?c=113147194022

725109 

https://www.takuma.co.jp/news/2022/20220830.html 

 

■農水省、2021 年木質バイオマスエネルギー利用動向調査の

結果を 8 月 31 日に公表。調査は 2021 年 1 月 1 日～12 月 31

日迄の 1 年間、全国の木質バイオマスエネルギーを利用した発

電機又はボイラあるいはその両方を有する事業所を対象に実

施。今回の調査対象事業所数は1,548、そのうち回答数は1,442、

有効回答数は 1,348 だった。調査結果によると、2021 年にエ

ネルギーとして利用した木質バイオマスのうち木材チップの

量は 1,069 万 3,197ｔ（前年比 2.7％増）。このうち、「間伐材・

林地残材等」に由来する木材チップは 411 万 3,674ｔで前年比

5.2％増、「製材等残材」に由来する木材チップは 177 万 6,774

ｔで前年比 6.1％増、「建設資材廃棄物」に由来する木材チップ

は 401 万 427ｔで前年比 4.5％減となった。今回の公表資料は

木材チップの利用量等を取りまとめたものであり、さらに詳細

な内容および木質ペレット、薪、木粉（おが粉）等の調査事項

については 2022 年 12 月にホームページで公表予定とのこと

【OSR No.527、農水省：2022/08/31】 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/mokusitu_biomass/ 

 

■（株）タケエイ（東京）グループ会社の（株）タケエイ林業

（東京）、岩手県花巻市から認定を受けた「森林経営計画」に基

づいて間伐等を開始するにあたり、安全祈願祭を実施（7 月 13

日）。昨年 4 月に花巻市内に約 240ha の山林を取得。地元の花

巻市森林組合と協同で森林経営計画を作成し、認定を受け、本

格的に森林施業を開始するに至った。計画に基づき、2022 年

から 2027 年にかけて主伐及び間伐を行う他、岩手県が誇るカ

ラマツの植栽にも取り組むことにより、植林、未利用材の調達

からチップ化・供給、発電及び売電までの一貫体制を実現【新

エネルギー新聞：2022/09/05、（株）タケエイ：2022/07/21】 

http://www.newenergy-news.com/?p=33916 

https://www.takeei.co.jp/pdf/news_20220721.pdf 

 

■（株）エフオン（東京）、連結子会社の（株）エフオン新宮が

運営する新宮発電所が 8 月 31 日にフル出力による連続運転を

開始したとリリース。エフオンは和歌山県新宮市佐野の新宮港

第 2 期工業用地（5 万 2,823.15 ㎡）を市から約 8 憶円で購入。

発電出力 1 万 8,000kW の発電所と木質チップ製造工場を設け、

約 18 万 t/年の木質燃料を使用する。同発電所は発電設備の最

大出力試運転の過程で一部トラブルが発生したため商業運転

移行に遅延が生じていたが、6 月末までに復旧工事は完了し、

竣工に向けて作業を進めていた【OSR No.528：2022/09/07、

（株）エフオン：2022/08/31、2022/08/12】 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/08/26/04.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/08/26/04.html
https://nordot.app/937905400569282560?c=113147194022725109
https://nordot.app/937905400569282560?c=113147194022725109
https://www.takuma.co.jp/news/2022/20220830.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/mokusitu_biomass/
http://www.newenergy-news.com/?p=33916
https://www.takeei.co.jp/pdf/news_20220721.pdf
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https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS97715/5815cc3b/1b2f/4a5c/9488/

07cfc5730f4f/140120220831526217.pdf 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS97715/e05354d2/fb8f/45f9/a3b9/e

fa45609caf7/140120220812519116.pdf 

 

■石炭火力発電所から出る CO2 を減らすため、中国電力（株）

（広島）と電源開発（株）（東京）が広島県大崎上島町の発電所

で 2017 年に始めた試験が 2023 年度も続く見通しに。両社が

共同出資した「大崎クールジェン（株）」（広島）が経産省、NEDO

の助成事業として「革新的低炭素石炭火力発電」の実現を目指

して行ってきた「大崎クールジェンプロジェクト」における試

験。これまでプロジェクトでは「酸素吹石炭ガス化複合発電（酸

素吹 IGCC）実証」、それに CO2分離回収設備を付設した「CO2分

離・回収型酸素吹 IGCC 実証」、さらに燃料電池を付設した「CO2

分離・回収型 IGFC 実証」の 3 段階構成で実証試験を実施。当

初は 2022 年度で終わる予定だったが、新たに実証試験を行っ

ている試験プラントで石炭にバイオマスを混ぜてガス化した

燃料で発電する新技術を開発する【中国新聞：2022/08/31、

大崎クールジェン（株）】 

https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/208719 

https://www.osaki-coolgen.jp/project/overview.html 

 

■太平電業（株）（東京）、ANA クラウンプラザホテル広島（広

島）にて、三菱重工エンジニアリング（株）（神奈川）、三菱重

工パワーインダストリー（株）（神奈川）と 3 社合同でメディ

ア向けに「西風新都バイオマス発電所 CO2回収・利活用プロジ

ェクト披露会」を開催（8 月 24 日）。同社が運営する西風新都

バイオマス発電所（出力 7,100kW）は 2019 年 10 月に運転開

始。県内産が 9 割を占めるウッドチップを主な燃料とし、約 1

万 6,000 世帯分の電力を供給している。今年 6 月 30 日には発

電所に付加するかたちで三菱重工エンジニアリング社製の「小

型 CO2回収装置（回収能力：0.3t/日）」の運転を開始。回収し

た CO₂は敷地内の農業ハウス 2 棟に送り込まれ、トマトやイチ

ゴの栽培に利用される。披露会での説明後は発電所の見学会を

実施【太平電業（株）：2022/08/31】 

https://www.taihei-

dengyo.co.jp/news/company/2022/08/co2_2.html 

 

■愛知県名古屋市は家庭から出る草木ごみをバイオマス発電

に再利用するため、分別収集する実証実験「草木類の回収の効

率化に向けた社会実証」を 9 月 25 日に市内全域で実施。各戸

毎に収集するため、9 月 1 日～19 日まで事前申し込みを受け

付けた。実証実験には小田急電鉄（株）（東京）のウェイストマ

ネジメント事業「WOOMS（ウームス）」を採用。対象地域の各

家庭から名古屋市が「草木類」の事前申し込みにあわせて排出

拠点情報を電話もしくはインターネットで確認。回収先住所を

専用シートに入力し、「WOOMS」へ取り込むことで最も効率的

な回収ルートを生成する。この回収ルートを表示したタブレッ

ト端末とともに収集車が回ることで、走行による CO₂排出量を

抑えながら回収し、収集後の資源量も WOOMS により一元管理

できる仕組み。10 月からはフェーズ 2 として、可燃ごみを担

当する先発収集車と「草木類」を担当する後発収集車に役割を

分ける「分離収集」も WOOMS を活用して実施する予定【中日

新聞：2022/08/31、小田急電鉄（株）：2022/08/24】 

https://www.chunichi.co.jp/article/536145 

https://www.odakyu.jp/news/d9gsqg0000000wa1-

att/d9gsqg0000000wa8.pdf 

 

■広島大学（広島）、温室効果ガスを実質ゼロにする「カーボン

ニュートラル」の実現に向け、2027 年度までに学部や学生の

数が最も多い東広島キャンパスから出る CO2を 2013 年度比で

70%削減する計画を発表。実現に向けて「太陽光パネルや地中

の熱を活用した空調システムの整備」、「電気自動車の導入を地

元の東広島市と連携して行う」等の他、CO2 を吸収する生態系

やバイオマス発電などの再生可能エネルギーの研究も進めて

いく【NHK NEWS WEB：2022/08/31】 

https://www3.nhk.or.jp/hiroshima-

news/20220831/4000019258.html 

 

■農水省、新たな「バイオマス活用推進基本計画」が閣議決定

されたとプレスリリース。昨年 12 月より関係 7 府省の政務級

で構成する「バイオマス活用推進会議」において検討に着手。

2030 年目標を設定した基本計画改定案を作成。「これまで基本

計画で対象としてきた家畜排せつ物や下水汚泥等に、新たに果

樹剪定枝、きのこの廃菌床などのバイオマスを加えた上で、利

用率を 74％から 80％に拡大」、「下水汚泥や食品廃棄物などの

都市部のバイオマスの活用も推進し、全市町村がバイオマス関

連計画を活用」等のポイントが盛り込まれた改定案を 8 月 25

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS97715/5815cc3b/1b2f/4a5c/9488/07cfc5730f4f/140120220831526217.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS97715/5815cc3b/1b2f/4a5c/9488/07cfc5730f4f/140120220831526217.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS97715/5815cc3b/1b2f/4a5c/9488/07cfc5730f4f/140120220831526217.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS97715/e05354d2/fb8f/45f9/a3b9/efa45609caf7/140120220812519116.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS97715/e05354d2/fb8f/45f9/a3b9/efa45609caf7/140120220812519116.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS97715/e05354d2/fb8f/45f9/a3b9/efa45609caf7/140120220812519116.pdf
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/208719
https://www.osaki-coolgen.jp/project/overview.html
https://www.taihei-dengyo.co.jp/news/company/2022/08/co2_2.html
https://www.taihei-dengyo.co.jp/news/company/2022/08/co2_2.html
https://www.chunichi.co.jp/article/536145
https://www.odakyu.jp/news/d9gsqg0000000wa1-att/d9gsqg0000000wa8.pdf
https://www.odakyu.jp/news/d9gsqg0000000wa1-att/d9gsqg0000000wa8.pdf
https://www3.nhk.or.jp/hiroshima-news/20220831/4000019258.html
https://www3.nhk.or.jp/hiroshima-news/20220831/4000019258.html
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日開催の第 10 回バイオマス活用推進会議で決定。9 月 6 日閣

議決定に至った【農水省：2022/09/06、2022/08/25】 

https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/bio_g/220906.html 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/biomass/220825.html 

 

■農水省、2023（令和 5）年度予算概算要求を 8 月 31 日に財

務省に提出。林野庁関係の要求額は対前年度当初予算比で

17.8％増の 3,505 億 9,300 万円に【日本林業調査会（J-FIC）：

2022/09/05、農水省：2022/08/31】 

https://www.maff.go.jp/j/budget/r5yokyu.html 

https://www.j-

fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%b

a%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%

e6%b1%82%e3%81%af17-

8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%8

4%e5%86%86/ 

 

■（一社）木質バイオマスエネルギー協会（東京）、欧州におけ

る木質バイオマス熱利用の技術標準であるQM Holzheizwerkeハ

ンドブックの日本語版を作成。QM Holzheizwerke は、大規模バ

イオマス地域暖房（DH）プラントの品質管理（QM）システムに

おける国際的な作業部会のことで、「Volume 1: Q-Guidelines 

(with Q-plan) （Q-ガイドライン）」、「Volume 2: Standard hydraulic 

schemes – Part I（標準水流回路スキームパートⅠ）」、「Volume 

3: Sample tender for biomass boilers（バイオマスボイラーのサ

ンプル入札）」、「Volume 4: Planning Handbook（計画ハンドブッ

ク）」、「Volume 5: Standard hydraulic schemes – Part II（標準水

流回路スキームパートⅡ）」といったシリーズで出版物を提供

している。協会は 8 月に出版した「木質バイオマス熱利用（温

水）計画実施マニュアル」の作成に当たってこれまでの QM を

参考にしており、特にバイオマスに携わる人は一読すべき内容

が豊富に記されているという Volume4 の「計画ハンドブック」

について、「ハンドブックを翻訳して公開する権利」を得て翻訳

した。下記サイトよりダウンロード可【（一社）日本木質バイオ

マスエネルギー協会：2022/09/06】 

https://jwba.or.jp/topics/update/topics20220906/ 

 

■福島県いわき市にあるいわき大王製紙（株）（福島）の製紙工

場で、工場の電力を発電するバイオマスボイラが爆発。外で清

掃作業中だった関連会社の男性が手や首、腹などに軽いやけど

を負った。9 月 6 日の午前 6 時 50 分頃、「爆発があった」と近

くの住民から 119 番通報があり、約 30 分後の 7 時 17 分には

事態が収束。いわき大王製紙によると、4 基あるボイラのうち

24 時間稼働する 4 号ボイラで水蒸気爆発が起きたとみられる。

爆発時は、関連会社のいわきエコ・パルプ（株）（福島）の社員

2、3 人が建屋周辺で清掃作業などをしていた。同ボイラは木製

チップ、古紙と廃プラスチックを原料とした固形燃料「RPF」等

を燃料とするバイオマスボイラ。発電タービンを回すための高

温蒸気や、紙の乾燥に使う低温蒸気を供給するための設備で、

2008 年 10 月から稼働。4 基の中では最も新しかった上、今年

の定期点検で異常は見当たらなかったという。いわき大王製紙

が原因を調べており、いわき南署は業務上過失致傷の疑いも含

め、捜査する方針【福島民友新聞：2022/09/07、日経 XTECH；

2022/09/06】 

https://www.minyu-net.com/news/news/FM20220907-

727177.php 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01537/00454/ 

 

■本格稼働を始めた島根県津和野町にある木質バイオマス発

電所で、9 月 7 日にお披露目会。津和野町は面積の 9 割を森林

が占めており、この豊富な森林資源を活用しようとフォレスト

エナジー（株）（東京）が新たにバイオマス発電所を設置し、8

月から稼働を開始。発電所の隣には津和野町が 3 億円近くかけ

て建設した木材チップを作る施設があり、主に町内から集めら

れた約 6,500t/年の原木がチップにされて発電所で利用される。

発電所では、一般家庭の約 1,000 世帯分に相当する約 374 万

kW/年が発電され、中国電力（株）（広島）に販売されることに

なっている。将来的には発電した電気を町内で使うエネルギー

の地産地消も目指す考え【NHK NEWS WEB、中国新聞：

2022/09/07】 

https://www3.nhk.or.jp/lnews/matsue/20220907/403001379

3.html 

https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/211678 

 

■シナネンホールディングス（株）（東京）、日本クルベジ協会

(大阪)が運営する｢炭貯クラブ｣で認証を受けた、バイオ炭の農

地施用の J-クレジット 10t の購入契約を締結したと発表。ク

レジット購入により、自社グループにおける CO2排出量の相殺

に加え、祖業の炭にも通ずるバイオ炭を活用した新規事業も検

https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/bio_g/220906.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/biomass/220825.html
https://www.maff.go.jp/j/budget/r5yokyu.html
https://www.j-fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%ba%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%e6%b1%82%e3%81%af17-8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%84%e5%86%86/
https://www.j-fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%ba%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%e6%b1%82%e3%81%af17-8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%84%e5%86%86/
https://www.j-fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%ba%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%e6%b1%82%e3%81%af17-8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%84%e5%86%86/
https://www.j-fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%ba%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%e6%b1%82%e3%81%af17-8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%84%e5%86%86/
https://www.j-fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%ba%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%e6%b1%82%e3%81%af17-8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%84%e5%86%86/
https://www.j-fic.com/23%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e6%9e%97%e9%87%8e%e5%ba%81%e9%96%a2%e4%bf%82%e4%ba%88%e7%ae%97%e8%a6%81%e6%b1%82%e3%81%af17-8%ef%bc%85%e5%a2%97%e3%81%ae%e7%b4%843506%e5%84%84%e5%86%86/
https://jwba.or.jp/topics/update/topics20220906/
https://www.minyu-net.com/news/news/FM20220907-727177.php
https://www.minyu-net.com/news/news/FM20220907-727177.php
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01537/00454/
https://www3.nhk.or.jp/lnews/matsue/20220907/4030013793.html
https://www3.nhk.or.jp/lnews/matsue/20220907/4030013793.html
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/211678
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討する【リム情報開発（株）：2022/09/09、シナネンホールデ

ィングス（株）：2022/08/31】 

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-

domestic/1724833.html 

https://sinanengroup.co.jp/news/hd/220831506 

 

■イーレックス（株）（東京）、ベトナム国の Son My Renewable 

Energy Joint Stock Company（以下「SON MY」）と Power 

Engineering Consulting Joint Stock Company 2 （以下「PECC2」）

の3社で進めているベトナム国ハウジャン省でのバイオマス発

電事業が、環境省の「二国間クレジット制度（JCM）資金支援

事業のうち設備補助事業」に採択されたと発表。9 月８日に補

助金の交付が決定。同事業は未利用のバイオマス資源が豊富に

存在するベトナムにおいて、現地の精米工場から大量に発生し

ているもみ殻を主燃料とする地産地消のバイオマス発電事業

で、同国初の本格的な商用バイオマス発電となる。発電所名は

「ハウジャンバイオマス発電所」。もみ殻を 13 万 t/年燃料と

して使用し、発電出力は 20MW(年間発電量は一般家庭約 

93,000 世帯分)、現地の FIT 制度を通して売電する。9 月に建

設工事着工、2024 年 10 月建設工事完了、商用運転開始は 2024

年 12 月の予定【イーレックス（株）：2022/09/13】 

https://www.erex.co.jp/wp-

content/uploads/2022/09/20220913_Bilateral_Credit.pdf 

 

■日本製鉄（株）（東京）、NEDO 公募の「カーボンリサイクル・

次世代火力発電等技術開発／CO2 有効利用拠点における技術開

発」で 4 月に採択された「CO2の高効率利用が可能な藻類バイ

オマス生産と利用技術の開発」について、9 月 14 日に広島県

大崎上島にて同事業の研究拠点の開所式が行われ、研究開発に

着手したと発表。同研究拠点は 2019 年に経産省から発表され

た「カーボンリサイクル 3C イニシアティブ」に基づいて整備

されたもの。日本製鉄はカーボンリサイクル技術としての藻類

バイオマスの実用化に向けて、生産の面では製鉄所などからの

CO2 を効率的に微細藻類に利用させるための培養技術の開発を

行い、利用の面では藻類バイオマスを炭材等として製鉄工程に

利用する技術の開発と、利用に適した微細藻類の探索を行う。

委託金額は約 5 千万円（2022 年度）で実施期間は 2022 年度

～2024 年度までの 3 年間【日本製鉄（株）：2022/09/14】 

https://www.nipponsteel.com/news/20220914_200.html 

 

■（株）小松製作所（東京、以下「コマツ」）の石川県小松市に

あるコマツ粟津工場が、バイオマス燃焼灰の肥料化に成功。石

川県加賀地域における森林資源の有効利用促進と産業廃棄物

削減の取り組みの一環として、石川県農林総合研究センター

（石川）および肥料会社である朝日アグリア（株）（東京）と共

同で開発。粟津工場では約 20t/年の木質燃焼灰を産業廃棄物と

して処理していることが課題となっていたが、カリウムなどの

肥料有効成分が適量含まれており栽培試験においても従来肥

料と差異がないことが判明したため、2017 年 8 月に農水省へ

「肥料登録申請」を実施。昨年度に改正肥料法が施行されたこ

とに伴い、2022 年 4 月には副産肥料として登録され、肥料原

料として朝日アグリア関西工場へ納入を開始している。今後、

粟津工場で発生するほぼ全量を納入していく予定。肥料は

2023 年度より JA などを通じた販売を目指す【（株）小松製作

所：2022/09/14】 

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2022/20220914 

 

■シンエネルギー開発（株）（群馬）、9 月 1 日本社で、群馬県

沼田市との防災協定に基づく防災訓練を実施。本社は全国でも

類例のない「長時間におよぶ広域停電の際に、蓄電池と木質バ

イオマス発電機 により電力を確保できる避難施設」であり、発

電出力が 40KW で、館内の照明、冷暖房や温水器・通信機器な

ども利用可能になっている。訓練では外部電源を切断、速やか

に蓄電池からの電源供給に切り替え、続いて運転を停止してい

た木質バイオマス発電機を再起動することを目的としていた

が、すべて当初の予定時間内に実行できたとのこと【OSR 

No.529：2022/09/14、シンエネルギー開発（株）：2022/09/01】 

https://www.n-e-d.net/news/20220901.html 

 

■焼却灰から有害な六価クロムが検出されたとして、群馬県中

之条町が役場庁舎など公共施設3カ所に設置している木質バイ

オマス（チップ）ボイラの稼働を停止。灰から国の環境基準（1.5

ｍｇ/ℓ）の約 10 倍となる 16.0ｍｇの六価クロムを検出。町議

会 9 月定例会の一般質問で、町長が灰から六価クロムが検出さ

れ、業者と検討を始めたことを明らかにした。町によると、ボ

イラは役場庁舎の他に六合支所と「四万清流の湯・四万へき地

診療所」に導入され、暖房や給湯等に使用。業者から 7 月 15

日に灰から六価クロムが検出されたとの報告があり、町は翌 16

日から稼働を停止。業者の説明によるとボイラの構造上の問題

で、炉に使われているステンレスを高温で燃焼させると六価ク

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-domestic/1724833.html
https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-domestic/1724833.html
https://sinanengroup.co.jp/news/hd/220831506
https://www.erex.co.jp/wp-content/uploads/2022/09/20220913_Bilateral_Credit.pdf
https://www.erex.co.jp/wp-content/uploads/2022/09/20220913_Bilateral_Credit.pdf
https://www.nipponsteel.com/news/20220914_200.html
https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2022/20220914
https://www.n-e-d.net/news/20220901.html
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ロムが溶出してしまうという。六合支所は暖房用のため夏場は

稼働させておらず、役場と清流の湯は灯油など別のボイラに切

り替えており、施設の運営に影響はない。この件に関し中之条

町が 9 月 21 日に町ホームページで町民に対するお詫びと今後

の対応策等を掲載。これによると、まず六価クロムの発生を抑

制させるためボイラの炉内で使用されているステンレス部分

にコーティング（アルミナ溶射）を施し、次に六価クロムを含

む燃焼灰の適切な廃棄策として還元剤によって無害化させる

ことや、特別管理産業廃棄物として処理業者にお願いし、適正

に処理するとしている。さらに 9 月中にばい煙中の六価クロム

の濃度を測定し安全性を担保。その後ボイラ炉内の処置を行い、

約 1 週間の燃焼実験を行い、その段階での六価クロムの検出状

況を把握。その後も定期的に測定を実施するとしている【中之

条町：2022/09/21、上毛新聞：2022/09/10】 

https://www.town.nakanojo.gunma.jp/soshiki/2/4720.html 

https://www.jomo-news.co.jp/articles/-/172809 

 

■エア・ウォーター（株）（大阪）、地産地消エネルギーによる

資源循環モデルの開発施設「地球の恵みファーム・松本」の建

設に着手。未利用資源から電気、熱、CO2 を生産、農業・養殖

に活用する地域還元モデルを実現。【エア・ウォーター（株）

2022/09/29】 

https://www.awi.co.jp/ja/business/news/news-

6878810633407338863.html 

 

 

 

 

２．ペレット関連情報                                                 

 

■関西電力（株）（大阪）、2023 年 3 月 31 日をもって兵庫県相

生市にある相生発電所 1、3 号機の廃止を決定。今後、経産省

に発電事業変更届出書を提出する予定。相生発電所は 1982 年

から 1～3 号機（計 112.5 万 kW）が順次営業運転開始。その後

の経営環境の変化、中長期的な需給状況等を踏まえ、1、3 号機

の廃止を決めた。相生発電所旧２号機については 2019 年 5 月

に関西電力から相生バイオエナジー（株）へ事業を承継してお

り、重油・原油から木質バイオマスへの燃料転換工事を実施中。

三菱商事（株）（東京）が米国のバイオマス燃料大手 Enviva の

関連会社から調達する木質ペレットを燃料に使用し、定格出力

は 20 万 kW。2023 年 1 月運転開始予定【OSR No.527：

2022/08/31、関西電力（株）：2022/08/24、日経 XTECH：

2018/10/31】 

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2022/pdf/20220824_1

j.pdf 

https://xtech.nikkei.com/dm/atcl/news/16/103111647/ 

 

■総合化学メーカーの（株）トクヤマ（山口）、山口県周南市に

ある自社徳山製造所の敷地内に建設されたバイオマス混焼発

電所が 9 月 1 日に商業運転を開始したと発表。発電事業者は東

京センチュリー（株）（東京）、トクヤマ及び丸紅クリーンパワ

ー（株）（東京）の共同出資会社である周南パワー（株）（山口）。

2017 年から発電所の建設に着手し、今年 8 月末完工。発電出

力は 300MW。発電した電気は中国電力（株）（広島）等外部に

売る。混焼発電所の将来的なバイオマス燃料等の導入ロードマ

ップは東京センチュリーが公表。フェーズ 1（今年度）からフ

ェーズ 5（～2040 年まで）に分かれており、木質ペレットやブ

ラックペレットといったバイオマスの混焼比率を段階的に上

げていくとともにアンモニアを導入し、最終的には石炭比率ゼ

ロになるよう目指す計画【中国新聞、（株）トクヤマ、東京セン

チュリー（株）：2022/09/01】 

https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/209379 

https://www.tokuyama.co.jp/news/2022/2022090102.html 

https://ssl4.eir-

parts.net/doc/8439/ir_material/189744/00.pdf 

 

■長野県伊那市、移住・定住の促進や市外への人口流出抑制を

目的に住環境に関する補助制度「いな住まいる補助金」を新設、

関連制度を拡充へ。住宅新築補助は旧伊那地域の住民が対象。

「45 歳以下か、中学生以下の子どもがいる」等の条件があり、

市内の新築、建て替え、建て売り購入に対し基本額 25 万円補

助で、その他要件に合致すれば加算されていき、最大 150 万円

の補助が受けられる。住宅関連の既存制度では薪ストーブ設置

補助を現況の上限額 10 万円から同 30 万円に、ペレットスト

ーブ設置補助を同 15 万円から同 42 万円に増額する。実施は

来年 4 月から【Nagano Nippo Web：2022/09/01】 

 

※OSR：バイオマス・再可エネ等の専門情報誌 
「オンサイト・レポート」の略 

 

 

https://www.town.nakanojo.gunma.jp/soshiki/2/4720.html
https://www.jomo-news.co.jp/articles/-/172809
https://www.awi.co.jp/ja/business/news/news-6878810633407338863.html
https://www.awi.co.jp/ja/business/news/news-6878810633407338863.html
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2022/pdf/20220824_1j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2022/pdf/20220824_1j.pdf
https://xtech.nikkei.com/dm/atcl/news/16/103111647/
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/209379
https://www.tokuyama.co.jp/news/2022/2022090102.html
https://ssl4.eir-parts.net/doc/8439/ir_material/189744/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/8439/ir_material/189744/00.pdf
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http://www.nagano-np.co.jp/articles/98237 

 

■福知山バイオマス研究開発事業協同組合（京都）の固形燃料

化施設が完成し、8 月 26 日に関係者に公開。地域から発生す

る木質バイオマスや廃棄物系バイオマスの利用促進を目的と

して、市内から発生した「刈草・剪定枝」を原料とし、木質ペ

レットを製造する。製造された木質ペレットは、一部を原料を

乾燥させる熱風発生炉の燃料として使うほか、ボイラやストー

ブ用の燃料として袋詰めし、出荷する予定【毎日新聞：

2022/09/01、福知山バイオマス研究開発事業協同組合】 

https://mainichi.jp/articles/20220901/ddl/k26/020/309000c 

https://www.fukuchiyamabio.jp/facility.html 

 

■富山県高岡市の伏木万葉埠頭で 9 月１日までに、東京ガス

（株）（東京）100％出資子会社のプロミネットパワー（株）（東

京）の整備した「伏木万葉埠頭バイオマス発電所（発電出力：

約 5.1 万 kW）」が商業運転開始。プロミネットパワーは 2020

年 9 月にエクイスグループが運営するファンドが保有する、伏

木万葉埠頭バイオマス発電合同会社（富山）および市原八幡埠

頭バイオマス発電合同会社（千葉）の 2 社を取得。建設中だっ

た伏木万葉埠頭バイオマス発電所と、開発中の市原八幡埠頭バ

イオマス発電所（発電出力：7.5 万 kW）を引き継いだ。伏木万

葉埠頭バイオマス発電所は輸入木質ペレットを燃料とし、発電

した電力は北陸電力（株）（富山）に売電する。10 月中旬に竣

工式が行われる予定【富山新聞：2022/09/02、東京ガス（株）：

2020/08/26】 

https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/841237 

https://www.tokyo-gas.co.jp/news/press/20200826-01.html 

 

■下関バイオマスエナジー合同会社（山口）、山口県下関市にあ

る「下関バイオマス発電所（出力 74,980kW）」における作業員

死亡事故の調査結果について公表。今年 6 月 20 日に同発電所

において、フライアッシュサイロ内の灰除去作業中に請負先作

業員の死亡事故が発生したが、その後の調査で死因は病死であ

ったことが判明したと報告【下関バイオマスエナジー合同会

社：2022/09/02】 

https://www.q-

mirai.co.jp/files/optionallink/00000358_file.pdf?1664171043 

 

■NPO 法人「那須地域地球温暖化対策協議会」（栃木）が CO2削

減量 100t 分を栃木県那須町に寄贈。10 月に栃木県で開催予定

の「いちご一会とちぎ国体」で、町内ではデモンストレーショ

ンスポーツのエアロビック（9 月 11 日）と、正式競技の自転車

ロードレース（10 月 9 日）が行われる。町によると、選手、監

督らの来県や宿泊、会場施設の電力使用量のほか、町長らの前

開催県への視察、応援者の来訪などを細かく試算すると両大会

を通じた CO2排出量は 94.3t になるという。協議会は地域の温

泉宿泊事業者らで組織。温泉の予熱・排熱の再利用や燃料に木

質ペレットを活用する等で CO2排出削減に取り組んでおり、環

境に優しい地域と国体の情報発信のため、2021 年度の削減量

400t 余りの中から 100t 分を町に寄贈。町は競技に関する排出

分に充て、排出量実質ゼロを実現する【東京新聞：2022/09/03】 

https://www.tokyo-np.co.jp/article/199768 

 

■EU（欧州連合）がロシア産木材輸入を停止。EU によるロシア

に対する経済制裁パッケージ第5弾に盛り込まれたロシア産木

材輸入停止措置が 7 月 10 日から始動したためで、世界最大の

林産物輸出国であるロシアの製材、木質ボード、木質ペレット

等の欧州市場向け輸出数量が大幅に減少。ロシアは大量の林産

物余剰を抱え、同国からの供給が停止された欧州市場は林産物

需給がひっ迫するという極めて人為的なサプライチェーンの

大混乱が起きている。製材をはじめ各種木材製品製造過程で発

生する廃材等を原材料とした木質ペレットの分野でもロシア

は大生産国。2021 年にはロシア産木質ペレットの 80％（180

万 t）が EU に出荷されていたが、英国への出荷は 2022 年 5 月

の段階でゼロ。7 月 10 日以降、EU が輸入停止となることから

さらに出荷が落ち込むのは確実。木質ペレット需要家は FSC、

PEFC といった国際的な森林認証製品を要望するケースが少な

くないが、両認証制度ともにロシア産を紛争木材として認証の

付与を停止しており、この影響も大きい。ロシアの木質ペレッ

ト生産は 2022 年 1～7 月累計で前年同期比 35％減となった

【新建ハウジング：2022/09/03】 

https://www.s-housing.jp/archives/284783 

 

■環境省、意欲的な脱炭素対策や再生可能エネルギー転換の取

り組みを行う地方自治体等に対し交付金を出して各種事業を

支援する「地域脱炭素移行・再エネ推進事業」（重点対策加速化

事業）で長野県伊那市を含む 1 県 6 市 2 町を採択。国が「2050

年カーボンニュートラル」を実現するため、2030 年度の温室

http://www.nagano-np.co.jp/articles/98237
https://mainichi.jp/articles/20220901/ddl/k26/020/309000c
https://www.fukuchiyamabio.jp/facility.html
https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/841237
https://www.tokyo-gas.co.jp/news/press/20200826-01.html
https://www.q-mirai.co.jp/files/optionallink/00000358_file.pdf?1664171043
https://www.q-mirai.co.jp/files/optionallink/00000358_file.pdf?1664171043
https://www.tokyo-np.co.jp/article/199768
https://www.s-housing.jp/archives/284783
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効果ガス排出量を 2013 年度比 46％減とする目標を掲げ、再生

可能エネルギーの主力電源化を目指している事業。採択された

伊那市には今年度から 2026 年度までの 5 年間に総額約 12 億

2,000万円を交付。この他 5年間の合計で市負担金約 5億 5,000

万円、個人・事業者負担金約 10 億 1,000 万円を合わせ、総額

約27億 8,000万円で市の地球温暖化対策実行計画を推進する。

具体的には個人や民間事業者が自家消費型太陽光発電や薪・木

質ペレットストーブ、同ボイラ等を導入する際、同市が事業費

の「1/2～2/3 程度」を補助する。市は今年度分事業となる屋

根置き太陽光パネル等設置補助新設や、薪・木質ペレットスト

ーブ等の購入補助のかさ上げ費用約１億円を、市議会 9 定例会

の補正予算案に上程する。市によると今回の交付金事業により、

市の「二酸化炭素排出抑制計画」と「50 年の森林ビジョン」を

核とする市地球温暖化対策実行計画は目標達成が早まる見通

し【Nagano Nippo Web：2022/09/04】 

http://www.nagano-np.co.jp/articles/98359 

 

■マレーシア貿易産業省（MITI）、今月初めに日本を訪れた貿易

投資ミッションが総額 93 億リンギ（約 2960 億円）の投資を

取り付けたと発表（9 月 6 日）。分野別ではバイオマスや食品、

化学、情報通信技術（ICT）等が含まれる。同国貿易産業相によ

ると、バイオマス関連では出光興産（株）（東京）がオランダ企

業と合弁を組み、アブラヤシの絞りかすを原料にバイオマス燃

料を生産する計画で、パハン州に工場を設け、通常の木質ペレ

ットを半炭化させる「ブラックペレット」を生産する。また、

（株）ユーグレナ（東京）もマレーシアにバイオ燃料の工場を

設ける方針【アセアン産業データ&レポート：2022/09/07】 

https://ashu-aseanstatistics.com/news/109526-

77415611010 

 

■NEDO、「木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利

用システム構築支援事業／木質バイオマス燃料（チップ、ペレ

ット）の安定的・効率的な製造・輸送等システムの構築に向け

た実証事業」に係る実施体制を決定したと発表。公募は 7 月 8

日（金）～8 月 8 日（月）まで実施。1 件の提案があり、審査

の結果、くしま木質バイオマス（株）（宮崎）とシン・エナジー

（株）（兵庫）が実施する「小型バイオマス発電事業に適した木

質ペレットの加工システム高効率化実証事業」に決定。事業期

間は今年度から 2024 年度までの原則 3 年以内【NEDO：

2022/09/09】 

https://www.nedo.go.jp/koubo/FF3_100354.html 

 

■9 月 10 日午前 8 時 10 分頃、茨城県東海村の JERA 常陸那珂

火力発電所でバイオマス燃料の貯蔵設備から煙が出ているの

を職員が見つけ、119 番通報。（株）JERA（東京）によると、

構内のバイオマス受入ホッパー建屋にて煙が発生。消防による

放水で同日 15 時 26 分に鎮火。煙の範囲はバイオマス受入ホ

ッパーのある建屋周辺であり、この煙発生によるけが人はいな

いとのこと。同発電所では 2017 年 6 月より主燃料である石炭

に木質ペレットを、石炭の発熱量に対し 1 号機で 3%、2 号機で

4.5%混焼させている。発煙時に 1 号機、2 号機が運転をしてい

たが、この件による運転への影響はなく、ともに運転を継続し

ている。ひたちなか署が出火原因を調査中【iza、（株）JERA：

2022/09/10】 

https://www.iza.ne.jp/article/20220910-

AZJJWMKYTJOJZD5ILKIY75R26E/ 

https://www.jera.co.jp/notice/20220910_974 

 

■イーレックス（株）（東京）、ベトナムで手がけるバイオマス

燃料事業等についてベトナム政府と 8 月に協議した内容を発

表。同社は 8 月 23 日には来日中であったベトナム国のグエ

ン・ホン・ジエン商工大臣と、同国の農林業を原料に使用した

①バイオマス燃料の開発事業（ペレット工場の建設含む）、②バ

イオマス発電所の建設、③石炭火力でのバイオマス混焼、専焼

などをはじめとする同国のエネルギー政策及び脱炭素に向け

た協議を実施。8 月 27 日にはベトナム国ラオカイ省で開催さ

れたコンフェレンスにおいて、ベトナム国 5 省間において農林

業を原料に使用した開発事業、バイオマス発電所の建設の検討

に係る覚書を締結したこと等、同国との間で進める事業につい

て進捗状況を報告【イーレックス（株）：2022/09/13、NNA 

ASIA：2022/09/14】 

https://www.erex.co.jp/wp-

content/uploads/2022/09/20220913_Biomass.pdf 

https://www.nna.jp/news/show/2395439 

 

■（有）河西（神奈川）のブランド「ユーロストーブ」が、キ

ャンプ用薪ストーブの煙の逆流防止煙突トップ「ドラクリボウ

ルキット」を開発。薪ストーブ等において高温の排気ガスは煙

突内のドラフト圧（高温ガスの浮力によって生じる力）によっ

て自然と排気されるが、風が強く、煙突内に吹き込む外気の風

http://www.nagano-np.co.jp/articles/98359
https://ashu-aseanstatistics.com/news/109526-77415611010
https://ashu-aseanstatistics.com/news/109526-77415611010
https://www.nedo.go.jp/koubo/FF3_100354.html
https://www.iza.ne.jp/article/20220910-AZJJWMKYTJOJZD5ILKIY75R26E/
https://www.iza.ne.jp/article/20220910-AZJJWMKYTJOJZD5ILKIY75R26E/
https://www.jera.co.jp/notice/20220910_974
https://www.erex.co.jp/wp-content/uploads/2022/09/20220913_Biomass.pdf
https://www.erex.co.jp/wp-content/uploads/2022/09/20220913_Biomass.pdf
https://www.nna.jp/news/show/2395439
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圧がドラフト圧を上回った時、排気ガスの逆流が発生する。そ

こで逆流の原因となる風を逆手に取り、風の生む各部位の圧力

差を巧みに利用して、風が吹けば吹くほど煙突内の排気ガスを

吸い出す圧力を発生させるドラクリボウルを開発。家庭用の薪

ストーブ・ペレットストーブで実績のある同社の人気商品「ド

ラクリ」を参考に、キャンプ用薪ストーブ向けに新たに設計し

た。ドラクリボウルセットはキャンプ場で特殊な工具を使わな

くても簡単に装着出来るよう、取扱説明書付きでキットにて販

売。一般販売価格は 19,800 円（税込）。9 月 26 日より Makuake

にて先行発売開始【ユーロストーブ［（有）河西］：2022/09/15】 

https://www.pellet-

stove.jp/%E7%85%99%E7%AA%81-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%

AE%A1-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AD%92/%E3%83%89%E3%

83%A9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83

%AB/ 

 

■欧州議会、9 月 14 日に再生可能エネルギー拡大と省エネル

ギーに関する欧州連合（ＥＵ）の新たな目標案を可決。一次木

質バイオマスを再生可能エネルギー源として認める投票を行

い、再生可能エネルギー指令（RED）および RED II に引き続き、

これを認めることに。欧州連合のプロセスでは、この投票後に

欧州議会、EU 理事会、欧州委員会が三者対話を開始する。三者

が交渉を行い、2023 年前半に RED III（改訂版）に関する最終的

な妥協点に達する見通し。今回の欧州議会の RED III 採択につい

て、Bioenergy Europe（ベルギー）は歓迎の意を表明。しかし採

択された文書は、生成エネルギー単位あたりの補助金を比較す

るとバイオマスが他の再生可能資源よりも大幅に低くなって

いるのに加え、使用される総バイオマスに対する一次木質バイ

オマスの割合の上限を設定（2017～2022 年までの一次木質バ

イオマスの割合に限定）しているなど、いくつかの懸念事項を

含むものであると指摘。欧州議会は、再生可能エネルギー目標

に計上される木質燃料の割合を 2030 年までに減らす規則も支

持している。Bioenergy Europe は、利用可能な全ての資源を動

員する必要がある時に上限設定や段階的縮小は逆効果であり、

エネルギー転換の成功やよりエネルギーに依存しないように

なることは、間違った理由で再生可能エネルギーを制限しない

場合にのみ可能となる、と述べている【REUTERS：2022/09/15、

businesswire：2022/09/16、Bioenergy Europe：2022/09/14】 

https://jp.reuters.com/article/climate-change-eu-renewables-

idJPKBN2QG097 

https://www.businesswire.com/news/home/20220914005771

/ja/ 

https://bioenergyeurope.org/index.php?option=com_content&vie

w=article&id=382 

 

■バイオマス電源が袋小路か、中部電力（株）（愛知）に受難。

木質ペレット等を燃やすバイオマス発電は、昼夜問わず安定的

に発電できる強みがあるが、出力 1 万 kW 超の発電所では燃料

を輸入材に頼るのが実態。中部電力は 2025 年内までに 12 カ

所合計 57 万 650kW のバイオマス発電所を稼働させる計画だ

が、その多くは燃料を北米や東南アジアから調達する。ペレッ

トの輸入量は全国的に見ても増加傾向にあり、財務省貿易統計

によると 2021 年の輸入量は前年比 53.7%増の 312 万 t。輸入

額では同 67.9%増の 617 億円に上る。ところが今年 2 月にロシ

アのウクライナ侵攻が勃発。発電用のみならず欧州家庭の暖房

用としての需要も圧倒的な木質ペレットは、ロシアから調達で

きなくなったことで燃料の取り合いが起こり、価格が上昇。そ

こに円安が加わり、7 月の輸入平均単価（財務省貿易統計）は

前年同月比 4 割増の約 2 万 9,000 円/t に。中部電力は既に運

転中または開発中のバイオマス発電所で使う燃料の 8～9 割を

10～15 年の長期契約で確保しているが、この状況が続くと新

設の計画を立てるのは難しくなるとしている【ニュースイッ

チ：2022/09/16】 

https://newswitch.jp/p/33788 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※OSR：バイオマス・再可エネ等の専門情報誌 
「オンサイト・レポート」の略 

 

 

https://www.pellet-stove.jp/%E7%85%99%E7%AA%81-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AE%A1-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AD%92/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AB/
https://www.pellet-stove.jp/%E7%85%99%E7%AA%81-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AE%A1-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AD%92/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AB/
https://www.pellet-stove.jp/%E7%85%99%E7%AA%81-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AE%A1-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AD%92/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AB/
https://www.pellet-stove.jp/%E7%85%99%E7%AA%81-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AE%A1-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AD%92/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AB/
https://www.pellet-stove.jp/%E7%85%99%E7%AA%81-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AE%A1-%E6%8E%92%E6%B0%97%E7%AD%92/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AB/
https://jp.reuters.com/article/climate-change-eu-renewables-idJPKBN2QG097
https://jp.reuters.com/article/climate-change-eu-renewables-idJPKBN2QG097
https://www.businesswire.com/news/home/20220914005771/ja/
https://www.businesswire.com/news/home/20220914005771/ja/
https://bioenergyeurope.org/index.php?option=com_content&view=article&id=382
https://bioenergyeurope.org/index.php?option=com_content&view=article&id=382
https://newswitch.jp/p/33788
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３．イベント情報（国内）                                               

◎：木質ペレット燃料、ストーブ、ボイラの関連イベント 

 

◎（株）山本製作所「オンラインセミナー ～ペレットスト

ーブではじめる、炎のある暮らし～」 

2022 年 10 月 1 日（土） 

Zoom ウェビナー 

https://lp.yamamoto-ss.co.jp/pellet-stove/online-seminar/ 

 

 

◎北海道木質ペレット推進協議会「薪・ペレットストーブ展示

会開催 2022」 

2022 年 10 月 1 日（土）～2 日（日） 

BRANCH 札幌月寒（北海道札幌市） 

https://www.branch-sc.com/tsukisamu/shop/pop-

eventnews.jsp?id=4498 

 

■WWF Japan「カーボンクレジットは脱炭素化＆SDGs 達成に

つながるか？ ～カーボンプライシングをめぐる世界の現状～」 

2022 年 10 月 3 日（水） 

Zoom（オンライン） 

https://www.wwf.or.jp/event/organize/5139.html 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための

地域中核人材育成事業基礎講座」（夏季講座 第 4 回『地域脱

炭素の具体施策―建築物・交通―』）」 

2022 年 10 月 4 日（火） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

■北海道地方 ESD 活動支援センター 気候変動教育連続勉強

会 第７回「オーストリアにおける地域の気候変動対策を担う

人づくり」 

2022 年 10 月 5 日（水） 

オンライン会議システム「zoom」を使用 

https://epohok.jp/event/15665 

 

■（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所 2022 年度公開

講演会「ネットゼロエミッション達成のための森林の役割」 

2022 年 10 月 5 日（水） 

一橋大学 一橋講堂（東京都千代田区） 

https://www.ffpri.affrc.go.jp/event/2022/20221005ffprilec/in

dex.html 

 

◎小国エネルギーの地産地消を考える会「体験型再生可能エネ

ルギー祭り 再エネ★フェス！2022」 

2022 年 10 月 8 日（土） 

ショッピングセンターアスモ（山形県小国町） 

https://pelletman.jp/?p=11775 

 

■岐阜県立森林文化アカデミー、NPO 法人森と IT「第６回！林

業×IT ハッカソン＠森林文化アカデミー『技術継承ハッカソ

ン』」 

2022 年 10 月 8 日（土）～9 日（日） 

岐阜県立森林文化アカデミーテクニカルセンターA（岐阜県美

濃市） 

https://www.forest.ac.jp/events/6thhackthon/ 

 

■BioJapan 組織委員会「BioJapan」 

2022 年 10 月 12 日（水）～14 日（金） 

パシフィコ横浜（神奈川県横浜市） 

https://jcd-expo.jp/ja/outline.html 

 

■気候変動イニシアティブ（JCI）「気候変動アクション日本サ

ミット 2022」 

2022 年 10 月 14 日（金） 

虎ノ門ヒルズフォーラム ホール B（東京都港区）または

Zoom ウェビナーによるオンライン視聴 

https://japanclimate.org/news-topics/jcas2022/ 

 

 

※本メールニュースに掲載のイベントは情報として

紹介しているもので、参加を推奨するものではあり

ません。 

※新型コロナウイルスの影響により、イベント、展

示会で急遽中止や延期を決定される場合がありま

す。開催の有無については各ウェブサイト等で最新

情報を確認するようにしてください。 

 

https://lp.yamamoto-ss.co.jp/pellet-stove/online-seminar/
https://www.branch-sc.com/tsukisamu/shop/pop-eventnews.jsp?id=4498
https://www.branch-sc.com/tsukisamu/shop/pop-eventnews.jsp?id=4498
https://www.wwf.or.jp/event/organize/5139.html
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
https://epohok.jp/event/15665
https://www.ffpri.affrc.go.jp/event/2022/20221005ffprilec/index.html
https://www.ffpri.affrc.go.jp/event/2022/20221005ffprilec/index.html
https://pelletman.jp/?p=11775
https://www.forest.ac.jp/events/6thhackthon/
https://jcd-expo.jp/ja/outline.html
https://japanclimate.org/news-topics/jcas2022/
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◎（株）サンコー「とやまペレットストーブまつり 2022」 

2022 年 10 月 16 日（日） 

（株）サンコー屋根付き屋外駐車場および常設展示場（富山県

富山市） 

https://sancoh.toyama.jp/inf.html#if3 

 

■フェアウッド・パートナーズ 第 66 回フェアウッド研究部

会「勝手に日本の森をモリアゲる！～元官僚が踏み出した新た

な一歩～」 

2022 年 10 月 17 日（月） 

ZOOM 利用を予定 

https://fairwood.jp/event/221017/ 

 

■（独）環境再生保全機構地球環境基金部「2023 年度募集地

球環境基金助成金説明会（近畿）」 

2022 年 10 月 17 日（月） 

オンラインでの開催（Zoom） 

http://www.kankyokan.jp/info-2022-9-14/ 

 

■上智大学、他「パリ協定達成に向けた脱炭素への取り組みと

SDGs のインターリンケージ: グローバル・ローカルなイニシ

アティブ」 

2022 年 10 月 18 日（火） 

オンライン 

https://eipro.jp/sophia/events/view/UN20221018_s 

 

■（一社）日本木質バイオマスエネルギー協会「『木質バイオ

マス熱利用 （温水）』を成功させるための技術研修会」 

2022 年 10 月 19 日（水）～20 日（木）※各日 4 時間 

オンライン（Zoom 予定） 

https://jwba.or.jp/topics/training/topics20220824/ 

 

■広島大学バイオマスプロジェクト研究センター「第 7 回バ

イオマスプレミアムイブニングセミナー」 

2022 年 10 月 20 日（木） 

ZOOM オンライン 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/news/72711 

 

 

 

◎FoE Japan & 地球・人間環境フォーラム「気候変動の新たな

脅威～大規模バイオマス発電の妄想～」 

2022 年 10 月 21 日（金） 

オンライン会議システム zoom で開催 

https://foejapan.org/issue/20220926/9252/ 

 

■CAN-Japan シンポジウム「脱炭素をめざして〜決定的に重要

な 2030 年までの対策、いま何をすべきか〜」 

2022 年 10 月 21 日（金） 

Zoom ウェビナー 

https://www.can-japan.org/events-ja/3395 

 

■NPO 法人農都会議 10 月勉強会「廃棄物処理施設を活用した

地域脱炭素化モデル～電力・熱を有効利用する地域エネルギー

センター整備と乾式メタン発酵システムの活用～」 

2022 年 10 月 21 日（金） 

オンライン開催（Zoom など利用） 

https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/381 

 

◎北海道木材産業協同組合連合会「北海道木材展（仮称）」 

2022 年 10 月 22 日（土） 

サッポロファクトリー アトリウム イベント情報スペース（北

海道札幌市） 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/02_riyousuisin/127269.

html 

 

■NPO 法人バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）第 209 回

研究会「官民連携 ESCO 型事業による木質バイオマス熱利用と

して注目される対馬市での取り組み」 

2022 年 10 月 25 日（火） 

ZOOM によるオンライン開催 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdDbBgvI_3Nviib-

rxX26bsAqGF22frOy0Traq729ifpakjpQ/viewform 

 

◎Japan Home & Building Show 2022 

2022 年 10 月 26 日（水）～28 日（金） 

東京ビッグサイト東展示棟（東京都江東区） 

https://www.jma.or.jp/homeshow/tokyo/ 

 

 

https://sancoh.toyama.jp/inf.html#if3
https://fairwood.jp/event/221017/
http://www.kankyokan.jp/info-2022-9-14/
https://eipro.jp/sophia/events/view/UN20221018_s
https://jwba.or.jp/topics/training/topics20220824/
https://www.hiroshima-u.ac.jp/news/72711
https://foejapan.org/issue/20220926/9252/
https://www.can-japan.org/events-ja/3395
https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/381
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/02_riyousuisin/127269.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/02_riyousuisin/127269.html
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdDbBgvI_3Nviib-rxX26bsAqGF22frOy0Traq729ifpakjpQ/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdDbBgvI_3Nviib-rxX26bsAqGF22frOy0Traq729ifpakjpQ/viewform
https://www.jma.or.jp/homeshow/tokyo/
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■国際研究会「IUFRO OKINAWA 2022」 

2022 年 10 月 26 日（水）～31 日（月） 

沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市） 

https://www.iufro2022okinawa.org/home 

https://www.j-

fic.com/10%e6%9c%8826%ef%bd%9e31%e6%97%a5%e3%81%ab%

e5%ae%9c%e9%87%8e%e6%b9%be%e5%b8%82%e3%81%a7%e5%9b

%bd%e9%9a%9b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%80%8ciuf

ro-okinawa-2022%e3%80%8d/ 

 

■（独）環境再生保全機構地球環境基金部「2023 年度 地球環

境基金助成金説明会・セミナーin 山梨」 

2022 年 10 月 27 日（木） 

コワーキングスペース CROSS BE セミナールーム B（山梨県甲

府市） 

http://www.geoc.jp/activity/epo/210809.html 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための地

域中核人材育成事業基礎講座」（夏季講座 第 5 回『再エネ導

入の壁を乗り越えるために』）」 

2022 年 10 月 31 日（月） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

■（株）ワイス・ワイス「WISE FORUM 2022 第 2 回シンポジ

ウム『サステナブルな未来を日本から』」 

2022 年 11 月 10 日（木） 

オンライン＋会場聴講（東京ミッドタウン・デザイン HUB

［東京都港区］） 

https://wisewise.com/news/wise-forum-2022-hold/ 

 

■秋田県鹿角市 カーボンニュートラル普及啓発講演会「第 3

回森林分野での脱炭素 『地産地消！持続可能な木質バイオマ

ス発電～大仙バイオマスエナジーの取り組み～』」 

2022 年 11 月 12 日（土） 

鹿角市まちなかオフィス 2 階研修室（秋田県鹿角市） 

https://www.city.kazuno.akita.jp/soshiki/sangyokatsuryoku/sho

koshinko/gyomu/7/3/2/9287.html 

 

■（一社）林業機械化協会「2022 第 45 回全国育樹祭開催記念

行事 森林・林業・環境機械展示実演会」 

2022 年 11 月 13 日（日）～11 月 14 日（月） 

RECAMP 別府志高湖及び周辺森林（公有林）（大分県別府市） 

https://www.rinkikyo.or.jp/ 

 

◎RX Japan（株）スマートエネルギーWeek 内「バイオマス

展」【関西展】 

2022 年 11 月 16 日（水）～18 日（金） 

インテックス大阪（大阪府大阪市） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

■中部地方 ESD 活動支援センター「地域づくりのための気候変

動社会教育 実践セミナー～脱炭素のまちづくり 人づくり

ワークショップ～」 

2022 年 11 月 25 日（金） 

結とぴあ（福井県大野市）＆オンライン中継 

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/15899.html 

 

◎NPO 法人農都会議 内子町見学ツアー、共同シンポジウム

「持続可能な森林資源を活用した脱炭素地域づくり～地域か

ら見る地域通貨とニューコモンズを視野に～」 

＜バイオマス施設見学ツアー＞ 

2022 年 11 月 25 日（金）  

内子インター口バス停又は JR 内子駅前広場（愛媛県内子町）

に集合 

＜脱炭素地域づくりシンポジウム＞ 

2022 年 11 月 26 日（土） 

内子町共生館 1 階ホール（愛媛県内子町）または Zoom ウエ

ビナー 

https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/379 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための地

域中核人材育成事業基礎講座」（冬季講座 第 1 回『自治体が

地域エネルギーに取り組むべき理由』）」 

2022 年 12 月 6 日（月） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

https://www.iufro2022okinawa.org/home
https://www.j-fic.com/10%e6%9c%8826%ef%bd%9e31%e6%97%a5%e3%81%ab%e5%ae%9c%e9%87%8e%e6%b9%be%e5%b8%82%e3%81%a7%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%80%8ciufro-okinawa-2022%e3%80%8d/
https://www.j-fic.com/10%e6%9c%8826%ef%bd%9e31%e6%97%a5%e3%81%ab%e5%ae%9c%e9%87%8e%e6%b9%be%e5%b8%82%e3%81%a7%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%80%8ciufro-okinawa-2022%e3%80%8d/
https://www.j-fic.com/10%e6%9c%8826%ef%bd%9e31%e6%97%a5%e3%81%ab%e5%ae%9c%e9%87%8e%e6%b9%be%e5%b8%82%e3%81%a7%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%80%8ciufro-okinawa-2022%e3%80%8d/
https://www.j-fic.com/10%e6%9c%8826%ef%bd%9e31%e6%97%a5%e3%81%ab%e5%ae%9c%e9%87%8e%e6%b9%be%e5%b8%82%e3%81%a7%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%80%8ciufro-okinawa-2022%e3%80%8d/
https://www.j-fic.com/10%e6%9c%8826%ef%bd%9e31%e6%97%a5%e3%81%ab%e5%ae%9c%e9%87%8e%e6%b9%be%e5%b8%82%e3%81%a7%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%80%8ciufro-okinawa-2022%e3%80%8d/
http://www.geoc.jp/activity/epo/210809.html
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
https://wisewise.com/news/wise-forum-2022-hold/
https://www.city.kazuno.akita.jp/soshiki/sangyokatsuryoku/shokoshinko/gyomu/7/3/2/9287.html
https://www.city.kazuno.akita.jp/soshiki/sangyokatsuryoku/shokoshinko/gyomu/7/3/2/9287.html
https://www.rinkikyo.or.jp/
https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/15899.html
https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/379
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
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■（一社）サステナブル経営推進機構「エコプロ 2022」 

2022 年 12 月 7 日（水）～9 日（金） 

東京ビッグサイト（東ホール）（東京都江東区） 

https://eco-pro.com/eco2022/ 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための地

域中核人材育成事業基礎講座」（冬季講座 第 2 回『地域エネ

ルギービジョン 脱炭素シナリオの設計』）」 

2022 年 12 月 19 日（月） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための地

域中核人材育成事業基礎講座」（冬季講座 第 3 回『地域にあ

った再エネ導入を探る』）」 

2023 年 1 月 5 日（木） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための地

域中核人材育成事業基礎講座」（冬季講座 第 4 回『地域脱炭

素の具体施策―建築物・交通―』）」 

2023 年 1 月 16 日（月） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

■（株）ワイス・ワイス「WISE FORUM 2022 第 3 回シンポジ

ウム『世界が求める日本のデザイン』」 

2023 年 1 月 19 日（木） 

オンライン＋会場聴講（東京ミッドタウン・デザイン HUB

［東京都港区］） 

https://wisewise.com/news/wise-forum-2022-hold/ 

 

■環境省「令和４年度地域再エネ事業の持続性向上のための地

域中核人材育成事業基礎講座」（冬季講座 第 5 回『再エネ導

入の壁を乗り越えるために』）」 

2023 年 2 月 13 日（月） 

オンライン形式（Zoom） 

https://www.env.go.jp/press/press_00385.html 

※地域の自治体職員が主な対象 

 

■（一社）日本森林学会「第 134 回日本森林学会大会」 

2023 年 3 月 25 日（土）～27 日（月） 

オンライン開催（公開シンポジウムは鳥取大学で開催） 

https://www.forestry.jp/meeting/ 

 

◎日報ビジネス（株）「2023 NEW 環境展」/「2023 地球温暖

化防止展」 

2023 年 5 月 24 日（水）～26 日（金） 

東京ビッグサイト（東京都江東区） 

https://www.n-expo.jp/ 

 

 

４．イベント情報（海外）                                               

 

■II Renewable Gas Trade Fair & Bioenergy congress 

2022 年 10 月 5 日（水）～6 日（木） 

バリャドリッド（スペイン） 

https://salondelgasrenovable.com/en 

 

■XV International Bioenergy Congress 

2022 年 10 月 5 日（水）～6 日（木） 

バリャドリッド（スペイン） 

https://www.congresobioenergia.org/ 

■Progress in Biomethane-Mobility  

2022 年 10 月 11 日（火）～13 日（木） 

シュウェービッシュ＝ハル（ドイツ） 

https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biomethane-

mobility/ 

 

■Argus Biofuels Europe Conference  

2022 年 10 月 11 日（火）～13 日（木） 

ロンドン（UK）/オンライン 

https://eco-pro.com/eco2022/
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
https://wisewise.com/news/wise-forum-2022-hold/
https://www.env.go.jp/press/press_00385.html
https://www.forestry.jp/meeting/
https://www.n-expo.jp/
https://salondelgasrenovable.com/en
https://www.congresobioenergia.org/
https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biomethane-mobility/
https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biomethane-mobility/
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https://www.argusmedia.com/conferences-events-

listing/biofuels 

 

■EIF2022-World Energy Congress and Expo 

2022 年 10 月 12 日（水）～14 日（金） 

イスタンブール（トルコ） 

http://www.energy-congress.com/ 

 

■4th European Conference Biogas Power ON 

2022 年 10 月 19 日（水）～20 日（木） 

コペンハーゲン（デンマーク） 

https://fortesmedia.com/biogas-poweron-2022,4,en,2,1,18.html 

 

■4th European Conference Future of Biofuels 

2022 年 10 月 19 日（水）～20 日（木） 

コペンハーゲン（デンマーク） 

https://fortesmedia.com/future-of-biofuels-

2022,4,en,2,1,17.html 

 

■5TH Algae World EU 

2022 年 10 月 25 日（火）～26 日（水） 

ロッテルダム（オランダ） 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=221034& 

 

■Argus Biomass Nordics & Baltics Conference 

2022 年 10 月 25 日（火）～26 日（水） 

コペンハーゲン（デンマーク） 

https://www.argusmedia.com/en/conferences-events-

listing/biomass-nordics-baltics 

 

■European Biogas Conference 2022 

2022 年 10 月 25 日（火）～26 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.europeanbiogas.eu/european-biogas-conference-

2022/ 

 

■All Energy Australia 2022 

2022 年 10 月 26 日（水）～27 日（木） 

メルボルン（オーストラリア） 

https://www.all-energy.com.au/en-gb.html 

■Value of Biogas West 

2022 年 11 月 1 日（火）～2 日（水） 

ブリティッシュ コロンビア州バンクーバー（カナダ） 

https://biogasassociation.ca/vob2022_23/page/vobwest2022 

 

■UNFCCC COP27 

2022 年 11 月 6 日（日）～18 日（金） 

シャルム・エル・シェイク（エジプト） 

https://cop27.eg/ 

 

■The 22nd Wood Energy Congress 

2022 年 11 月 8 日（火）～9 日（水） 

ヴュルツブルク（ドイツ） 

https://bioenergyeurope.org/events/11-events/329-wood-

energy-congress.html 

 

■National Carbon Capture Conference & Expo 

2022 年 11 月 8 日（火）～9 日（水） 

アイオワ州デモイン（USA） 

https://2022-

nccc.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home 

 

■ECOMONDO 2022 

2022 年 11 月 8 日（火）～11 日（金） 

リミニ（イタリア） 

https://en.ecomondo.com/ 

 

■European Biomass to Power Summit 

2022 年 11 月 9 日（水）～10 日（木） 

ロンドン（UK） 

https://www.wplgroup.com/aci/event/european-biomass-to-

power/ 

 

◎EnergyDeCentral 

2022 年 11 月 15 日（火）～18 日（金） 

ハノーバー（ドイツ） 

https://www.energy-decentral.com/de/ 

 

 

 

https://www.argusmedia.com/conferences-events-listing/biofuels
https://www.argusmedia.com/conferences-events-listing/biofuels
http://www.energy-congress.com/
https://fortesmedia.com/biogas-poweron-2022,4,en,2,1,18.html
https://fortesmedia.com/future-of-biofuels-2022,4,en,2,1,17.html
https://fortesmedia.com/future-of-biofuels-2022,4,en,2,1,17.html
https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=221034&
https://www.argusmedia.com/en/conferences-events-listing/biomass-nordics-baltics
https://www.argusmedia.com/en/conferences-events-listing/biomass-nordics-baltics
https://www.europeanbiogas.eu/european-biogas-conference-2022/
https://www.europeanbiogas.eu/european-biogas-conference-2022/
https://www.all-energy.com.au/en-gb.html
https://biogasassociation.ca/vob2022_23/page/vobwest2022
https://cop27.eg/
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/329-wood-energy-congress.html
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/329-wood-energy-congress.html
https://2022-nccc.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://2022-nccc.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://en.ecomondo.com/
https://www.wplgroup.com/aci/event/european-biomass-to-power/
https://www.wplgroup.com/aci/event/european-biomass-to-power/
https://www.energy-decentral.com/de/
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■9th International Symposium on Energy from Biomass and Waste 

2022 年 11 月 21 日（月）～23 日（水） 

ベニス（イタリア） 

http://www.venicesymposium.it/ 

 

■The European Bioenergy Future 2022 (EBF2022) 

2022 年 11 月 22 日（火）～23 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://bioenergyeurope.org/events.html 

 

■Future of Biogas Europe 

2022 年 11 月 23 日（水）～24 日（木） 

アムステルダム（オランダ） 

https://www.wplgroup.com/aci/event/future-biogas-europe/ 

 

■WASTECON 2022 

2022 年 12 月 5 日（月）～8 日（木） 

カリフォルニア州サンディエゴ（USA） 

https://wastecon.org/?utm_source=MediaPartner&utm_medium=li

sting&utm_campaign=Conferences&utm_content=WC22_BBI22 

 

■7th Biogas Congress 2022 

2022 年 12 月 15 日（木）～16 日（金） 

ワルシャワ（ポーランド） 

https://magazynbiomasa.pl/kongres-biogazu/?lang=en 

 

■7th Central European Biomass Conference (CEBC) 2023 

2023 年 1 月 18 日（水）～20 日（金）  

グラーツ（オーストリア） 

https://www.cebc.at/7_mitteleuropaeische_biomassekonferenz_c

ebc_2023/?_lang=englisch 

 

■Fuels of the Future 

2023 年 1 月 23 日（月）～24 日（火） 

ベルリン（ドイツ） 

https://www.fuels-of-the-future.com/en 

 

◎Nordic Pellets Conference 2023 

2023 年 2 月 1 日（水）～2 日（木） 

ストックホルム（スウェーデン） 

https://www.svebio.se/en/evenemang/nordic-pellets-

conference-2023/ 

 

◎6th Biomass Trade & Power Europe 

2023 年 2 月 7 日（火）～8 日（水） 

コペンハーゲン（デンマーク） 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=220302& 

 

◎BIO 360 

2023 年 2 月 8 日（水）～9 日（木） 

ナンテ（フランス） 

https://www.bio360expo.com/Default.aspx?language=en 

 

■2023 International Biomass Conference & Expo 

2023 年 2 月 28 日（火）～3 月 2 日（木） 

ジョージア州アトランタ（USA） 

https://2023-

ibce.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home 

 

■World Sustainable Energy Days 2023  

2023 年 2 月 28 日（火）～3 月 3 日（金） 

ヴェルス（オーストリア） 

https://www.wsed.at/ 

 

◎Young Energy Researchers 2023 Conference and Awards 

2023 年 2 月 28 日（火） 

ヴェルス（オーストリア） 

https://www.wsed.at/young-energy-researchers 

※発表申込締切：2022 年 10 月 10 日（月） 

 

◎European Pellet Conference 2023 

2023 年 3 月 1 日（水） 

ヴェルス（オーストリア） 

https://www.wsed.at/european-pellet-conference 

 

◎2023 International Biomass Conference & Expo 

2023 年 2 月 28 日（火）～3 月 2 日（木） 

ジョージア州アトランタ（USA） 

http://biomassmagazine.com/events/browse/ 

 

http://www.venicesymposium.it/
https://bioenergyeurope.org/events.html
https://www.wplgroup.com/aci/event/future-biogas-europe/
https://wastecon.org/?utm_source=MediaPartner&utm_medium=listing&utm_campaign=Conferences&utm_content=WC22_BBI22
https://wastecon.org/?utm_source=MediaPartner&utm_medium=listing&utm_campaign=Conferences&utm_content=WC22_BBI22
https://magazynbiomasa.pl/kongres-biogazu/?lang=en
https://www.cebc.at/7_mitteleuropaeische_biomassekonferenz_cebc_2023/?_lang=englisch
https://www.cebc.at/7_mitteleuropaeische_biomassekonferenz_cebc_2023/?_lang=englisch
https://www.fuels-of-the-future.com/en
https://www.svebio.se/en/evenemang/nordic-pellets-conference-2023/
https://www.svebio.se/en/evenemang/nordic-pellets-conference-2023/
https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=220302&
https://www.bio360expo.com/Default.aspx?language=en
https://2023-ibce.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://2023-ibce.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://www.wsed.at/
https://www.wsed.at/young-energy-researchers
https://www.wsed.at/european-pellet-conference
http://biomassmagazine.com/events/browse/
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■2023 Value of Biogas East Conference 

2023 年 4 月 25 日（火）～26 日（水） 

オンタリオ州トロント（カナダ） 

https://biogasassociation.ca/vob2022_23/page/vobeast2023 

 

■EXPOBIOMASA 2023 

2023 年 5 月 9 日（火）～11 日（木） 

バリャドリッド（スペイン） 

https://www.expobiomasa.com/en/ 

 

■Biodiesel & Renewable Diesel Summit 

2023 年 6 月 12 日（月）～14 日（水） 

ネブラスカ州オマハ（USA） 

https://few.bbiconferences.com/Biodiesel.html 

 

 

 

■Ethanol 101 

2023 年 6 月 12 日（月） 

ネブラスカ州オマハ（USA） 

https://few.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=

Ethanol_101_Preconference 

 

■Carbon Capture & Storage Summit 

2023 年 6 月 12 日（月） 

ネブラスカ州オマハ（USA） 

http://fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=

Carbon_Capture___Storage_Summit 

 

■2023 International Fuel Ethanol Workshop & Expo 

2023 年 6 月 12 日（月）～14 日（水） 

ネブラスカ州オマハ（USA） 

https://few.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=

Home

５．2022 年度ペレットストーブ、ボイラ補助金情報（都道府県順）                                           

 

※締切や公募の条件等の詳細は各自治体にお問い合わせくだ

さい。 

◇：ストーブ 

◆：ストーブ・ボイラ共 

 

【宮城県】 

◆登米市「住宅用新エネルギー設備導入支援事業補助金」 

https://www.city.tome.miyagi.jp/kankyo/shisejoho/machizukuri/

kankyo/hojojose/jyuutakuyosinene.html 

 

【栃木県】 

◆矢板市「矢板市再エネ・省エネ機器導入支援事業費補助金」 

https://www.city.yaita.tochigi.jp/soshiki/seikatsukankyou/energ

y-hojo.html 

 

【石川県】 

◇能美市「能美市自然エネルギー設備設置補助」 

https://www.city.nomi.ishikawa.jp/www/contents/1001000000

179/index.html 

 

【長野県】 

◇木曽町「木曽町森林エネルギー活用事業補助金」 

https://www.town-

kiso.com/kurashi/hojyokin1/100257/m100043/ 

 

【広島県】 

◆三次市「再エネ・省エネ設備等導入支援事業補助金」 

https://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/kankyo_m/ecohozyo.html 

※対象はバイオマスボイラー等（薪ストーブ・薪風呂）

 

６．公募等情報（締切順）                                               

 

■（一財）環境イノベーション情報機構「令和 4 年度 二酸化

炭素排出抑制対策事業費等補助金（地域レジリエンス・脱炭素

化を同時実現する公共施設への自立・分散型エネルギー設備等

導入推進事業）」 

四次公募期間 2022 年 9 月 7 日（水）～10 月 5 日（水） 

https://www.eic.or.jp/eic/topics/2022/resi_r04/006/ 

https://biogasassociation.ca/vob2022_23/page/vobeast2023
https://www.expobiomasa.com/en/
https://few.bbiconferences.com/Biodiesel.html
https://few.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Ethanol_101_Preconference
https://few.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Ethanol_101_Preconference
http://fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Carbon_Capture___Storage_Summit
http://fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Carbon_Capture___Storage_Summit
https://few.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://few.bbiconferences.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://www.city.tome.miyagi.jp/kankyo/shisejoho/machizukuri/kankyo/hojojose/jyuutakuyosinene.html
https://www.city.tome.miyagi.jp/kankyo/shisejoho/machizukuri/kankyo/hojojose/jyuutakuyosinene.html
https://www.city.yaita.tochigi.jp/soshiki/seikatsukankyou/energy-hojo.html
https://www.city.yaita.tochigi.jp/soshiki/seikatsukankyou/energy-hojo.html
https://www.city.nomi.ishikawa.jp/www/contents/1001000000179/index.html
https://www.city.nomi.ishikawa.jp/www/contents/1001000000179/index.html
https://www.town-kiso.com/kurashi/hojyokin1/100257/m100043/
https://www.town-kiso.com/kurashi/hojyokin1/100257/m100043/
https://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/kankyo_m/ecohozyo.html
https://www.eic.or.jp/eic/topics/2022/resi_r04/006/
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■（一社）日本有機資源協会「令和４年度脱炭素社会を支える

プラスチック等資源循環システム構築実証事業（補助事業）（う

ち、①廃棄物等バイオマスを用いた省 CO2 型ジェット燃料又は

ジェット燃料原料製造・社会実装化実証事業及び②廃油のリサ

イクルプロセス構築・省 CO2 化実証事業）」 

四次公募期間 2022 年 9 月 8 日（木）～10 月 5 日（水） 

https://www.jora.jp/activity/22datsutanso_f/ 

 

■ World Sustainable Energy Days 2023 「 Young Energy 

Researchers 2023 Conference and Awards（2023 年 2 月 28 日

（火））」発表者募集 

申込/発表原稿提出締切 2022 年 10 月 10 日 

https://www.wsed.at/young-energy-researchers 

 

■脱炭素チャレンジカップ事務局「脱炭素チャレンジカップ

2023」団体エントリー募集 

応募締切 2022 年 10 月 10 日（月） 

https://www.zenkoku-net.org/datsutanso/ 

 

■阪急阪神ホールディングスグループ「『阪急阪神 未来のゆ

め･まち基金』第 14 回助成プログラム」 

応募受付期間 2022 年 9 月 1 日（木）～10 月 14 日（金） 

https://osakavol.org/news/subsidy/yumemachi2022.html 

 

■滋賀県「令和4年度省エネ・再エネ等設備導入加速化補助金」 

申請締切 10 月 31 日（月） 

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-

shinbun/bosyuu/325841.html 

 

■兵庫県「ひょうごバイオマス eco モデルを募集します」 

応募締切 10 月 31 日（月） 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/press/20220801_10813.html 

 

■（一社）環境共創イニシアチブ「令和 3 年度補正 地域共生

型再生可能エネルギー等普及促進事業費補助金公募情報（地域

マイクログリッド構築事業）」 

3 次公募公募期間 2022 年 8 月 15 日（月）～10 月 31 日（月） 

https://sii.or.jp/microgrid03r/public.html 

 

 

■（公財）SOMPO 環境財団「2022 年度環境保全プロジェクト

助成」 

締切 2022 年 10 月 31 日（月） 

https://www.sompo-ef.org/project/project.html 

 

■（一財）セブン―イレブン記念財団「2023 年度 環境市民活

動助成」 

応募受付期間 2022 年 10 月 11 日（火）～10 月 31 日（月） 

https://www.7midori.org/josei/ 

 

■（公財）コメリ緑育成財団「第 33 回コメリ緑資金」 

公募期間 2022 年 8 月 1 日（月）～10 月 31 日（月） 

http://www.komeri-midori.org/koubo/guide.html 

 

■脱炭素チャレンジカップ事務局「脱炭素チャレンジカップ

2023」アイデア賞エントリー募集 

応募締切 2022 年 11 月 30 日（水） 

https://www.zenkoku-net.org/datsutanso/ 

 

■大阪府茨木市「省エネ・省 CO2 設備導入事業補助制度」 

募集期間 2022 年 4 月 18 日(月)～12 月 23 日(金) 

https://www.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/sangyo/kankyos/menu/

hojo/1450333892898.html 

 

■奈良県「令和4年度地域エネルギー資源活用支援事業補助金」 

募集期間 2022 年 7 月 22 日（金）～12 月 23 日（金） 

https://www.pref.nara.jp/55628.htm 

 

■宮城県仙台市「仙台市温室効果ガス削減設備導入支援補助金」 

申請期限 2022 年 12 月 26 日（金） 

https://www.city.sendai.jp/ondanka/jigyosha/actionprogram/hoj

okin/setsubi.html 

 

■愛知県「再生可能エネルギー設備導入支援事業費補助金」 

受付期間 2022 年 8 月 1 日（月）～12 月 28 日（水） 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/saiene-syoene-

hojokin.html 
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■（公社）日本フィランソロピー協会「SDGｓ貢献プロジェク

ト」 

応募受付期間 2022 年 12 月 1 日（木）～31 日（土） 

https://www.philanthropy.or.jp/jt/ 

 

■静岡県浜松市「浜松市木質バイオマス設備導入支援事業費補

助金」 

受付期間 2022 年 4 月 15 日（金）～2023 年 1 月 31 日（火） 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/137778/1

301.pdf 

 

■広島県「令和 4 年度広島県創エネ・省エネ設備導入促進補助

金（幼稚園・保育所・認定こども園等対象）」 

受付期間 ～2023 年 1 月 31 日（火） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/04setubihojokin.html 

 

■ラッシュジャパンチャリティバンク事務局「【チャリティバ

ンク】自然環境保護や気候変動に関するプロジェクトの申請を

受付けています」 

応募締切日：2 月末日、4 月末日、6 月末日、８月末日、10 月

末日、12 月末日 

http://www.geoc.jp/rashinban/event_detail_39167.html 

https://weare.lush.com/jp/lush-life/our-giving/charity-

pot/charitybank-guideline/ 

 

■兵庫県宍粟市「2022 年度宍粟市再生可能エネルギー利用促

進事業木質バイオマス燃料製造設備補助金」 

応募期間 2022 年 4 月 1 日（金）～2023 年 3 月 16 日（木） 

https://www.city.shiso.lg.jp/kurashi/gomishinyokankyo/kankyori

saikuru/1515747829708.html 

 

■東京都「再エネ設備の新規導入につながる電力調達構築事業」 

申請期間 2022 年 4 月 1 日（金）～2023 年 3 月 31 日（金） 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/

03/30/09.html 

 

■東京都「地産地消型再エネ増強プロジェクト」 

申請期間 2022 年 7 月 20 日（水）～2023 年 3 月 31 日（金） 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/

07/15/13.html 

■東京都「東京都区市町村との連携による地域環境力活性化事

業」 

事業期間 2014 年度～2023 年度

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/policy_others/municipal_suppo

rt/current.html 

 

■長野県松本市「松本市再生可能エネルギー導入支援事業補助

金」 

事業期間 2022 年 4 月 1 日（金）～ 

https://www.city.matsumoto.nagano.jp/soshiki/51/4407.html 

 

■千葉県南房総市「南房総市施設園芸木質バイオマス暖房機等

設置費等補助金」 

事業期間 2022 年 4 月 1 日（金）～ 

https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000007149.html 

 

■千葉県南房総市「令和4年度南房総市薪等燃料費購入補助金」 

事業期間 2022 年 4 月 1 日（金）～ 

https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000007149.html 

 

■（公財）東京都環境公社東京都地球温暖化防止活動推進セン

ター「地産地消型再エネ増強プロジェクト」 

事業期間 2022 年 4 月 22 日（金）～ 

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/chisan-zokyo 

 

■農水省大臣官房環境バイオマス政策課「農林漁業バイオ燃料

法に基づく事業計画、支援措置（固定資産税の特例等）」 

固定資産税の特例の適用期限 ～2024 年 3 月 31 日まで 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/ 

 

■高知県「高知県木質資源利用促進事業費補助金」 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030501/2019022200068.

html 

 

■高知県「再生可能エネルギー利活用事業費補助金」 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/610301/2015060100117.h

tml 

 

■高知県香南市「香南市燃料タンク対策事業費補助金」 

http://www.city.kochi-



19 

 

konan.lg.jp/reiki_int/reiki_honbun/r254RG00001291.html 

 

■高知県仁淀川町「仁淀川町再生可能エネルギー利活用事業費

補助金」 

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r191RG00

000129.html#e000000030 

 

■北海道「林業 ･木材産業改善資金」 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/kaizennshikinn.pdf 

 

■滋賀県甲賀市「再生可能エネルギー地域導入促進事業補助金」 

https://www.city.koka.lg.jp/6567.htm 

 

■滋賀県甲賀市「甲賀市公共的施設等再生可能エネルギー導入

事業補助金」 

https://www.city.koka.lg.jp/7406.htm 

 

■静岡県富士市「令和 4 年度中小企業者温暖化対策事業費補助

金」 

https://www.city.fuji.shizuoka.jp/kurashi/c0903/rn2ola000000c

n7d.html#:~:text=%E6%9C%AC%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E5%88%

B6%E5%BA%A6%E3%81%AF%E3%80%81%E6%B8%A9%E6%9A%96,

%E3%82%92%E7%9B%AE%E7%9A%84%E3%81%A8%E3%81%97%E

3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82 

 

■愛媛県「環境保全資金融資（令和 4 年度）」 

https://www.pref.ehime.jp/kankyou/k-

hp/theme/other/yuusiseido.html 

※融資制度 

 

■栃木県「栃木県環境保全資金（省エネ設備等の導入）」 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/d02/eco/kankyou/ondanka/syoue

ne-setubi-yuusi.html 

※融資制度 

 

■徳島県「自然エネルギー立県とくしま推進資金貸付制度」 

https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kurashi/shizen

/5007685/ 

※融資制度 

 

■奈良県「新エネルギー等対策資金」 

http://www.pref.nara.jp/23346.htm 

※融資制度 

 

■（公財）日本環境協会「令和２年度環境配慮型融資促進利子

補給事業」 

https://www.jeas.or.jp/activ/prom_24_00.html 

※融資制度 

 

■神奈川県横浜市「よこはまプラス資金（環境・エネルギー対

策）」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-

koen-gesui/plus/hozenshikin.html 

※融資制度 

 

■富山県「脱炭素社会推進資金（再生可能エネルギー利用促進

枠）」 

https://www.pref.toyama.jp/1300/sangyou/shoukoukensetsu/s

houkougyou/kj00012293/kj00012293-008-01.html 

※融資制度 

 

■富山県「富山県中小企業脱炭素社会推進資金環境施設整備枠

融資制度」 

https://www.pref.toyama.jp/1705/kurashi/kankyoushizen/kank

you/kj00006264.html 

※融資制度 

 

■千葉県「環境保全資金（制度全般事業認定）」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/chikyuukankyou/ne/shien-

jigyousha.html 

 

■千葉県市原市「市原市企業立地促進条例」 

http://www.city.ichihara.chiba.jp/kanko/0205sangyou/kigyouritt

igaido.html 

  

■（独）農林漁業信用基金「災害で被災された方の支援につい

て（新型コロナウイルス感染症による影響を含む）」 

https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/shien/index.html 


